
 

 

 情報発信・啓発 1    

【男と女のおかしな！？ハナシ】 

◆Webサイト「いたみん」で隔月掲載 itami-city.jp/mp/okashina_hanashi_hyogo/  

◆イラスト：林やよい（イラストレーター・らしーく理事）  

◆コメント：平井みどりさん（神戸大学名誉教授） 

【らしーく通信（メールマガジン）配信】 

◆毎月 20日に、メンバーからのメッセージ、事業予定などをお届け 

します。ご希望の方は、ご連絡ください。ＰＣ、携帯で受信可能です。 

【ホームページ・facebook を運営】 

◆情報満載のホームページをぜひご覧ください。※アドレスは表紙に。 
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【らしーくカフェ】（※右ページ参照） 

【気になる本で話そう 

『女の子は本当にピンクが好きなのか』(堀越英美著)】 

◆2017年 7月 28日（金） 

◆伊丹市立図書館・ことば蔵交流フロア 

「ジェンダーと色」についてフリートーク。様々な思いが 

交換され、「〇〇でなければダメ、という考えが無くなる 

社会になれば楽なのに」といった意見などがありました。 

【いたみ教育フェスティバルに参加】 

◆2017年 8月 27日（日）◆伊丹小学校  

「NPO 法人としてキャリア教育で学校と連携」というテーマで、 

教育フェスティバルの「教育改革」分科会で、キャリア学習ノート作成、 

関西科学塾との連携事業について発表しました。 

11月 11、12日には、兵庫県教育フェスティバルにおいて、 

同テーマで発表します。 

 連携・協働事業 １ 

【女子中高生のための関西科学塾と連携】（※右ページ参照） 

【伊丹市教育委員会と協働】（※右ページ参照） 

１講師派遣 1   

【０歳児パパのワイワイトーク】 

◆2017年 5月 14、21、28日、6月 4日（日）伊丹市立中央公民館からの依頼で、 

０歳児と父親の講座のコーディネートを担当しました。 
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【らしーくカフェ】 

◆原則毎月第２月曜日 11～12時 ◆女性・児童センター内 交流サロン ◆申込不要 参加費無料  

お茶を飲みながら気軽におしゃべりする「らしーくカフェ」を開催中。 

自分らしさについて、男女共同参画について、考えてみませんか？ 

【「作られる性差」と「平和」のカンケイ】 

◆2017年 10月 14日（土）13：30 ◆伊丹市立女性・児童センター 

◆朴木佳緒留さん（神戸大学名誉教授） ◆定員 20名  ◆参加費 300円 

◆申込/お問合せ： 伊丹市立女性・児童センター  

 電話：072-772-1078 メール：salon＠itami-danjo.jp 

ジェンダーと平和について、まず知ることから始めませんか？ 

【気になる本で話そう 

『女の子が生きていくときに、覚えていてほしいこと』(西原 理恵子著)】 

◆2017年 11月 24日（金）10：00 ◆伊丹市立図書館・ことば蔵交流フロア 

「人生という航路に絶対安全はないからこそ、知っておいてほしい」と、娘に向けて 

書かれた本をテーマとして取り上げ、自由におしゃべりします。本を読んでいなくて 

も、参加はOKです。いろんな方のお話の中に、きっと素敵な発見がありますよ。 
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【女子中高生のための関西科学塾と連携】 

◆科学技術振興機構（JST）のプログラムで関西の国公立6大学が中心となって運営する「女子中

高生のための関西科学塾」と 2016～2017年度連携し、事業の一部を共に企画運営しています。

昨年の東中学校に引き続き、今年 12月に伊丹市内の中学校で、理系進路選択の魅力を伝える事業を

開催します。 

【伊丹市教育委員会と協働】 

◆伊丹市教委との協働事業として、昨年度は伊丹市初の“小学校 6年生向け「キャリア学習ノー

ト」”の見開き 2ページを担当。らしーくの考える「キャリア教育」をイラストと文で表現し、 

今年 4月から市内の各小学校の教育現場で活用されています。 

今年度は、中学校 3年生向けの「キャリア学習ノート」の見開き 

2ページを担当。“義務教育の出口”である中 3の子どもたちに 

送りたいメッセージを、市教委の先生方とともに検討中です。 

【ラスタホールと協働】 

昨年度に引き続き、2017年度もラスタホールと協働で事業を実施します。 

◆2018年 2月 9日（金）13：30 ◆テーマ：「終活（仮）」 

資産等の「かたづけ」をテーマに、企画中です。詳細が決まれば、らしーく通信や facebook、 

ラスタホールのホームページなどで、お知らせします。 

   


